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30
数
年
振
り
に
52
歳
で
、

じ
い
さ
ん
バ
ン
ド
を

向後　雄一
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（長男は結婚し、独立。長男には長女／私
にとって、孫）

学
生
時
代
に
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
、
バ
ン
ド
を
。
で
も
、
あ
っ
と
い
う
間
の

四
年
間
。
卒
業
後
、地
元
の
市
役
所
に
就
職
、

三
三
年
余
り
。
そ
の
間
、
ギ
タ
ー
も
、
バ
ン

ド
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
〇
歳
の
頃
か
ら
、
退
職
後
の
人
生
、

生
き
が
い
に
つ
い
て
、
何
を
や
ろ
う
か
、
真

剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
四
五
歳
の
時
、
長

年
親
し
ん
で
き
た
写
真
を
や
ろ
う
と
決
心
。

中
判
の
カ
メ
ラ
機
材
を
購
入
し
、
退
職
後
の

人
生
に
備
え
、
準
備
を
。
五
〇
歳
に
、
頓
挫
。

機
材
を
全
部
、
売
却
。

そ
ん
な
折
り
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
バ

ン
ド
を
再
開
。
そ
れ
が
、
今
、
生
き
が
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
と
の
出
会
い

現
在
、
五
七
歳
。
公
務
員
と
な
り
、
三

三
年
余
り
。
二
三
歳
で
大
学
の
同
級
生
と

結
婚
。
そ
の
年
に
就
職
。
三
人
の
男
の
子

の
父
親
で
、
孫
一
人
。
勤
務
先
で
は
、
課

長
職
に
あ
り
、
あ
と
三
年
余
り
で
定
年
。
私

の
足
跡
を
振
り
返
っ
て
見
た
時
、
音
楽
と
の

関
わ
り
が
、
私
の
生
き
て
来
た
人
生
だ
っ
た

の
か
と
感
じ
て
ま
す
。

音
楽
を
意
識
し
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た
、
中
学
二
年
の
時
。
当
時

の
楽
し
み
は
、
ラ
ジ
オ
で
一
〇
時
か
ら
始
ま

る
「
Ｓ
盤
ア
ワ
ー
」。
今
、
記
憶
に
あ
る
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ル
ビ
ィ
ー
・
バ
ル
タ
ン

の
「
ア
イ
ド
ル
を
探
せ
」。
初
め
て
耳
に
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
。
舌
足
ら
ず
の
歌
い
方
、〝
女

性
〞
を
意
識
し
た
こ
と
を
。
そ
の
他
、
フ
ラ

ン
ス
・
ギ
ャ
ル
の
「
夢
見
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
人

形
」。
イ
タ
リ
ア
の
ジ
リ
オ
ラ
・
チ
ン
ク
エ
ッ

テ
ィ
の
「
夢
見
る
想
い
」。
そ
し
て
、
ア
メ

で無くなった貿易センタ－ビルです。
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リ
カ
の
カ
ス
ケ
ー
ズ
の
「
悲
し
き
雨
音
」、

デ
ル
・
シ
ャ
ノ
ン
の
「
悲
し
き
街
角
」
な
ど
、

洋
楽
と
の
出
会
い
が
大
人
の
入
り
口
、
異
次

元
に
入
っ
た
よ
う
な
新
鮮
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

当
時
、
三
波
春
夫
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
音
頭
」
と
か
、
テ
レ
ビ
で
は
歌
謡
曲
し

か
、
流
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
。

音
楽
喫
茶
で
生
の
音
楽
を

高
校
に
入
学
し
、
新
宿
に
あ
っ
た
、
今
で

い
う
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス
、当
時
の
音
楽
喫
茶「
Ａ

Ｃ
Ｂ
」
な
ど
に
行
き
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ

の
タ
イ
ガ
ー
ス
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ッ
プ
ス
や

カ
ー
ナ
ビ
ィ
ー
ツ
な
ど
の
音
楽
を
、
生
で
聴

く
よ
う
に
。

そ
ん
な
時
、
夜
に
ラ
ジ
オ
で
聴
い
て
い
た

「
バ
イ
タ
リ
ス
・
フ
ォ
ー
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

の
公
開
録
音
な
ど
を
見
に
い
く
よ
う
に
な
り
、

「
白
い
ブ
ラ
ン
コ
」
の
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
（
当

時
、
お
兄
さ
ん
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。）
や

「
バ
ラ
が
咲
い
た
」
の
マ
イ
ク
真
木
な
ど
を

見
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
と
い
う
音
楽
に
興
味

を
。
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
シ
ャ
ツ
に
コ
ッ
ト
ン
パ

ン
ツ
と
い
う
爽
や
か
な
服
装
に
憧
れ
を
持
つ

よ
う
に
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
俗
に
ア
イ
ビ

ー
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学

生
の
着
こ
な
し
で
す
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ア
イ
ビ
ー
の
服
、
自

由
な
国
ア
メ
リ
カ
、
楽
し
そ
う
な
大
学
生
活

に
憧
れ
を
持
ち
ま
し
た
。

で
も
、
僕
は
小
中
学
校
と
も
、
音
楽
の

通
信
簿
は
ず
ー
っ
と
２
。
さ
ら
に
、
中
学
二

年
の
時
に
は
、
夏
休
み
の
補
習
で
、
音
楽
の

先
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
歌
の
練
習
を
す
る

な
ど
、
自
分
は
音
痴
で
は
と
、
ト
ラ
ウ
マ
に
。

勉
強
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
の

思
い
は
強
く
な
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

駒
澤
大
学
を
受
験
、
合
格
。
入
学
と
同

時
に
、
軽
音
楽
部
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
研
究
会

に
入
部
。
ク
ラ
ブ
に
入
る
と
、
始
め
に
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
。
希
望
者
は
、
全
員
入
部
で
き

る
の
で
す
が
、
一
人
ず
つ
、
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
ギ
タ
ー
を
引
き
な
が
ら
、
曲
を
歌
う

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ギ
タ
ー
の
班
や
歌

の
パ
ー
ト
が
決
ま
り
、
僕
は
、
ギ
タ
ー
は
Ｂ

班
、
歌
の
パ
ー
ト
は
、
ロ
ー
パ
ー
ト
に
。
一

緒
に
入
部
し
た
一
年
生
は
、
一
〇
〇
人
余

り
の
大
所
帯
。
大
学
に
短
期
学
部
が
あ
っ
た

の
で
、
半
分
は
女
の
子
。
僕
も
含
め
、
同

級
生
同
士
で
結
婚
し
た
の
は
三
組
。
結
果

的
に
は
、
合
コ
ン
ク
ラ
ブ
み
た
い
で
す
ね
。

夏
の
合
宿
を
過
ぎ
た
頃
は
、
一
年
生
は
半
分

に
。音

楽
の
ク
ラ
ブ
な
の
に
、
体
質
は
体
育
系

そ
の
も
の
。
先
輩
に
あ
っ
た
ら
、「
こ
ん
に

ち
は
」、
帰
る
と
き
は
「
失
礼
し
ま
す
」
と

1999年８月、憧れのアメリカ。その象徴、ニュ－ヨ－クの自由の女神を見学した時の写真。右手に見える２つの高いビルは、9.11 
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挨
拶
は
厳
し
く
指
導
を
。
練
習
は
、
週
三

回
。
一
七
時
か
ら
大
学
の
教
場
に
集
ま
り
、

一
九
時
ま
で
二
時
間
。
練
習
が
終
わ
る
と
、

渋
谷
の
街
で
、
同
級
生
と
喫
茶
店
で
、
ダ

ラ
ダ
ラ
と
だ
べ
り
。
高
校
生
の
時
は
、
喫
茶

店
へ
入
る
と
停
学
に
。
大
学
生
に
な
っ
た
こ

と
で
大
人
へ
の
第
一
歩
を
実
感
。
地
方
か
ら

来
た
人
は
ア
パ
ー
ト
や
下
宿
。
僕
は
自
宅
通

学
で
し
た
が
、
週
三
回
程
度
は
同
級
生
や

先
輩
の
所
に
泊
り
、取
り
留
め
の
な
い
話
で
、

夜
遅
く
ま
で
。
ク
ラ
ブ
の
定
例
行
事
は
、
年

二
回
、
夏
と
春
に
一
週
間
の
合
宿
と
、
新

入
生
歓
迎
コ
ン
パ
、
卒
業
生
の
追
い
出
し

コ
ン
パ
の
二
回
の
宴
会
。
そ
の
他
、
年
一
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
学
園
祭
の
模
擬
店
で
、
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
バ
ン

ド
の
演
奏
を
。

当
時
の
先
輩
は
、
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
、
今
で

い
う
カ
バ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン

ト
リ
オ
（
通
称
キ
ン
ト
ン
）、
ブ
ラ
ザ
ー
ス

フ
ォ
ー
（
通
称
ブ
ラ
フ
ォ
ー
）
や
ピ
ー
タ
ー
・

ポ
ー
ル
＆
マ
リ
ー
（
通
称
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
ス
タ
イ

ル
の
バ
ン
ド
を
。

バ
ン
ド
を
結
成

バ
ン
ド
は
、
好
き
な
も
の
同
士
で
結
成
。

僕
は
、
さ
て
、
ど
ん
な
バ
ン
ド
を
と
。
そ
ん

な
時
、
埼
玉
県
大
宮
市
か
ら
来
て
い
た
松
本

修
か
ら
、「
サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
を

や
ら
な
い
か
」
と
の
話
が
あ
り
、
バ
ン
ド
を

結
成
。
大
学
の
隣
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
公

園
、そ
の
中
に
、庇
の
あ
る
場
所
、通
称
「
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
」で
練
習
。
生
ギ
タ
ー
二
本
で
、

僕
は
、
お
茶
の
水
の
カ
ワ
セ
楽
器
の
注
文
生

産
の
Ｓ
タ
イ
プ
の
ギ
タ
ー
。
松
本
は
、
ギ
ブ

ソ
ン
の
Ｂ
２
５
の
ギ
タ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。話

が
変
わ
り
ま
す
が
、
僕
の
奥
さ
ん
は
、

大
学
の
同
級
生
。
広
島
市
出
身
で
、
高
校

時
代
の
ギ
タ
ー
の
先
生
は
、吉
田
拓
郎
さ
ん
。

「
結
婚
し
よ
う
よ
」
や
「
襟
裳
岬
」
な
ど
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
、
無
名

の
プ
ロ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
あ

る
時
、
松
本
と
僕
の
奥
さ
ん
と
三
人
で
、「
今

日
は
帰
り
た
く
な
い
の
で
、
拓
郎
さ
ん
の
ア

パ
ー
ト
に
行
こ
う
か
」
と
、
当
時
住
ん
で
い

た
高
円
寺
に
。
約
束
を
し
て
い
た
訳
で
は
な

い
の
で
、
ア
パ
ー
ト
の
前
の
公
園
で
帰
り
を

待
ち
、
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
言
二
言

話
を
し
た
の
で
す
が
、
豪
快
な
話
し
方
は
す

る
の
で
す
が
、
シ
ャ
イ
な
人
と
い
う
印
象
で

し
た
。

関
フ
ォ
ー
連
の
委
員
長
に

三
年
生
に
な
っ
た
時
、
ク
ラ
ブ
の
中
で
渉

外
（
い
ま
で
い
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
。
業

務
は
、
対
外
的
な
こ
と
の
打
ち
合
わ
せ
。
そ

の
多
く
は
、
関
東
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
連
盟
の

委
員
と
し
て
、
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
で
し

た
。
当
時
の
先
輩
か
ら
、
話
が
あ
り
、
委

員
長
に
立
候
補
し
、
当
選
。
当
時
、
こ
の

連
盟
は
、
早
稲
田
・
法
政
・
明
治
・
慶
応
・

中
央
・
独
協
・
駒
沢
・
神
奈
川
・
フ
ェ
リ

ス
・
成
城
の
一
〇
大
学
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ク
ラ
ブ
が
加
盟
し
、
構
成
員
一
〇
〇
〇
人

余
り
の
団
体
。
主
な
行
事
は
、
例
年
五
月

三
日
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
「
フ
ー
テ

ナ
ニ
ー
」
や
構
成
団
体
に
よ
る
バ
ン
ド
コ
ン

サ
ー
ト
。

こ
の
フ
ー
テ
ナ
ニ
ー
を
ラ
ジ
オ
で
紹
介
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
、
放

送
作
家
か
ら
取
材
を
。
担
当
が
、
後
に
、

吉
田
拓
郎
さ
ん
作
曲
の
「
襟
裳
岬
」
の
作

詞
家
「
岡
本
お
さ
み
」
さ
ん
で
し
た
。

当
時
、音
楽
評
論
家
で
あ
る
「
東
理
夫
（
ひ

が
し
み
ち
お
）」
さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
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東
さ
ん
は
、
日
本
人
と
し
て
二
番
目
に
、
ナ

ッ
シ
ュ
ビ
ル
に
あ
る
カ
ン
ト
リ
ー
音
楽
の
殿

堂
、
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ル
・
オ
ー
プ
リ
ー
に

出
演
し
た
方
で
、
現
在
も
、
音
楽
評
論
家
、

翻
訳
家
や
随
筆
家
と
し
て
日
本
経
済
新
聞
に

エ
ッ
セ
ー
を
連
載
す
る
な
ど
活
躍
中
。
当
時
、

某
ラ
ジ
オ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
小

山
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
小
山

さ
ん
は
、
学
生
時
代
、
フ
ロ
ッ
ギ
ー
ズ
と
い

う
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
ヤ
マ
ハ
主
催
の

第
一
回
ラ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
テ

ス
ト
の
優
勝
バ
ン
ド
。
今
は
再
結
成
し
、
新

宿
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
バ
ッ
ク
・
イ
ン
・

タ
ウ
ン
」
に
出
演
。
ス
テ
ー
ジ
を
見
、
頑
張

っ
て
い
る
だ
な
と
い
う
思
い
と
、懐
か
し
さ
を
。

あ
る
時
、
東
さ
ん
か
ら
、「
卒
業
し
た
ら
、

就
職
は
」
と
。「
考
え
て
い
ま
せ
ん
」
と
話

す
と
、「
某
テ
レ
ビ
局
の
仕
事
は
」
と
。「
考

え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
返
事
を
し
、
一
週

間
後
に
、
丁
重
に
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
若
気
の
至
り
、
生
意
気
で
し
た
、

僕
の
学
生
時
代
は
。

そ
ん
な
大
学
生
活
と
い
う
よ
り
、
ク
ラ
ブ

生
活
は
、青
春
の
ひ
と
時
の
良
い
思
い
出
で
、

ま
た
た
く
間
の
四
年
間
で
し
た
。

地
元
の
市
役
所
に
就
職

昭
和
四
九
年（
一
九
七
四
）に
市
役
所
に
。

同
年
に
結
婚
。
給
料
を
一
人
で
使
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
給
料
を
一
人
で

使
っ
て
み
た
い
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
ま

す
。就

職
し
て
か
ら
、
バ
ン
ド
も
、
ギ
タ
ー
を

弾
く
こ
と
も
無
縁
に
。
で
も
、
音
楽
が
好

き
で
、
当
時
の
レ
コ
ー
ド
は
、
常
に
聴
い
て

い
ま
し
た
。
好
き
な
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
の

西
海
岸
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
系
の
音
楽
。
ジ

ャ
ク
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
イ
ー
グ
ル
ス
や
ニ

ー
ル
・
ヤ
ン
グ
な
ど
。
レ
コ
ー
ド
の
枚
数
も

五
〇
〇
枚
程
度
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
音
源

が
Ｃ
Ｄ
に
変
わ
っ
た
と
き
、
持
っ
て
い
た
レ

コ
ー
ド
を
、
Ｃ
Ｄ
に
買
い
換
え
、
レ
コ
ー
ド

は
、
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
。
今
、
思
う
と
も
っ

た
い
な
い
こ
と
を
。
後
悔
、
先
に
立
た
ず
で

す
。
Ｃ
Ｄ
は
、
現
在
、
レ
コ
ー
ド
と
同
様

五
〇
〇
枚
余
り
、
持
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
以
外
の
趣
味
は
、
学
生
時
代
か
ら

始
め
た
ス
キ
ー
。
卒
業
後
も
同
級
生
と
三
〇

年
以
上
。
先
月
も
、
北
海
道
の
札
幌
国
際

ス
キ
ー
場
に
。
こ
の
ほ
か
、
仕
事
柄
、
写
真

撮
影
も
三
〇
年
近
く
。
美
術
館
へ
い
く
こ
と

昨年10月、大学の先輩が開催したガ－デンパ－ティ－で。左から、松本修、加藤正視、筆者。昔は、みんな長髪で、黒髪だったのに
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も
好
き
な
こ
と
の
一
つ
。
一
年
前
か
ら
絵
を

描
く
よ
う
に
な
り
、今
ま
で
三
〇
〇
枚
程
度
、

描
き
ま
し
た
。

じ
い
さ
ん
バ
ン
ド
を
結
成

六
年
前
に
、
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
で
バ
ン
ド
・

コ
ン
サ
ー
ト
を
と
話
が
持
ち
上
が
り
、
時
期

は
二
〇
〇
二
年
六
月
、
会
場
は
東
京
の
調

布
市
の
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
と
。
前
年
の

一
〇
月
。
元
メ
ン
バ
ー
の
松
本
か
ら
「
バ

ン
ド
や
ろ
う
か
」
と
あ
り
、
即
、「
や
ろ
う
」

と
返
事
。
同
級
生
の
加
藤
正
視
も
誘
お
う

と
連
絡
。「
い
い
よ
」
と
快
諾
。
三
人
の
メ

ン
バ
ー
が
決
ま
り
、
バ
ン
ド
名
も
、
ト
ム
＆

ジ
ェ
リ
ー
ズ
に
。
曲
も
、
学
生
時
代
に
演
っ

て
い
た
サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
の
曲

を
、
僕
の
家
で
、
初
め
て
の
練
習
。

当
日
、
み
ん
な
が
持
っ
て
き
た
ギ
タ
ー
は
、

学
生
時
代
に
使
っ
て
い
た
生
ギ
タ
ー
。
は
じ

め
は
声
は
で
な
い
、
ギ
タ
ー
を
押
さ
え
る
と

指
が
痛
い
、
コ
ー
ド
を
押
さ
え
て
も
音
が
出

な
い
の
三
重
苦
。
そ
ん
な
状
態
で
、二
回
程
、

練
習
を
。

そ
の
頃
、
胃
カ
メ
ラ
の
検
診
結
果
で
病
院

に
。
先
生
に
「
初
期
の
ガ
ン
で
す
。
い
つ
、

入
院
で
き
ま
す
か
。」
と
あ
っ
さ
り
と
言
わ

れ
、僕
の
頭
の
中
は
真
っ
白
に
。
そ
れ
か
ら
、

三
か
月
程
、
仕
事
を
休
み
、
胃
を
三
分
の

二
摘
出
。
こ
の
間
、
バ
ン
ド
練
習
は
お
休

み
。
五
月
中
旬
に
退
院
し
、一
回
の
練
習
で
、

ひ
と
月
後
の
本
番
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。

僕
は
、
腹
筋
を
切
っ
た
手
術
後
、
他
の
メ
ン

バ
ー
も
練
習
を
し
て
な
い
た
め
、
歌
詞
は
忘

れ
る
や
ら
、
リ
ズ
ム
は
狂
う
や
ら
で
惨
憺
た

る
、
再
結
成
の
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

そ
の
後
、
月
一
回
定
期
的
に
、
我
が
家

で
練
習
を
。
メ
ン
バ
ー
は
二
時
間
近
く
か
け
、

朝
八
時
に
集
合
。
朝
食
を
食
べ
、雑
談
を
し
、

練
習
は
九
時
か
ら
一
二
時
、昼
食
を
は
さ
み
、

一
時
か
ら
三
時
ま
で
。
丸
五
年
、
練
習
し

て
い
ま
す
が
、
中
々
、
う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
練
習
し
て
い
る
曲
は
、
僕
た
ち
の
中
学
・

高
校
生
当
時
の
六
〇
年
代
の
曲
。
カ
ス
ケ

ー
ズ
の
「
悲
し
き
雨
音
」。
デ
ル
・
シ
ャ
ノ

ン
の
「
悲
し
き
街
角
」。
サ
ー
ク
ル
の
「
レ

ッ
ド
・
ラ
バ
ー
・
ボ
ー
ル
」。
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
「
Ｐ
．
Ｓ
．
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
で
す
。

上の写真は、ＯＢＯＧ会の行事で、目黒ブル－スアレイジャパンでの、大学の
先輩バンド、ドゥ－リ－ズ。卒業後、初めての再結成のステ－ジです。
左から、吉田豪さん、河原積さん、山下孝さん。右の写真は、同じく先輩の
小俣幸一さん。小俣さんは、ベ－スの他、登山も。何年か前には、7,000
メ－トルに近い山、南米の最高峰アコンカグアに登頂しました
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楽
器
は
、
僕
が
エ
レ
・
ア
コ
ギ
タ
ー
、
加

藤
が
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
松
本
が
ベ
ー
ス
と
い

う
編
成
で
、
出
演
す
る
時
は
、
後
輩
に
ド

ラ
ム
を
頼
み
、
昔
で
い
う
、
バ
ー
ズ
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
ク
・
ロ
ッ
ク
の
編
成
の
バ
ン
ド
。

五
〇
代
に
な
る
と
、
人
を
指
導
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
直
接
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は

少
な
い
も
の
で
す
。
で
も
、
バ
ン
ド
で
は
、

こ
う
い
う
風
に
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
と
か
、
そ

こ
の
音
は
こ
の
音
だ
か
ら
、
間
違
え
な
い
で

と
か
、
教
え
合
い
な
が
ら
、
練
習
を
。
練

習
も
楽
し
い
で
す
が
、
月
一
回
は
定
期
的
に

同
級
生
と
世
間
話
を
し
、
普
段
も
、
毎
日
、

三
〇
分
は
歌
や
ギ
タ
ー
を
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
、

張
り
が
で
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
が
設
立

そ
の
後
、
駒
沢
大
学
軽
音
楽
部
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
研
究
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
、
正

式
に
発
足
。
四
二
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の

年
齢
で
、
総
勢
三
五
〇
人
余
り
が
参
加
。

五
〇
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も
、先
輩
に
会
え
ば
、

「
こ
ん
に
ち
は
」。
帰
る
と
き
は
、「
失
礼
し

ま
す
」。
先
輩
を
呼
ぶ
時
は
さ
ん
付
け
。
同

級
生
や
後
輩
は
呼
び
捨
て
。
女
性
な
ど
姓
が

変
わ
っ
て
も
、
旧
姓
で
呼
び
ま
す
。
相
も
変

わ
ら
ず
、
学
生
時
代
当
時
の
一
〇
代
後
半

か
ら
二
〇
代
前
半
の
ク
ラ
ブ
の
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

三
年
前
に
は
、
先
輩
・
同
級
生
・
後
輩

の
一
〇
人
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ

ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
旅
行
に
。
ま

た
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
や
僕
の
家
で
練
習
し

た
時
な
ど
、
終
わ
る
と
一
〇
数
人
で
、
宴
会

で
す
。
気
分
は
ま
る
で
学
生
で
す
。
皆
、
子

育
て
も
終
っ
た
、
そ
ん
な
時
期
に
始
ま
り
、

再
開
の
時
が
良
い
時
期
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

調
布
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
元
プ
ロ
で
、

後
輩
の
渡
辺
敏
之
と
、
折
角
、
バ
ン
ド
を
結

成
し
た
ん
だ
か
ら
、
出
番
を
つ
く
ろ
う
と
相

談
を
。
年
一
回
、
飲
ん
で
食
べ
て
、
バ
ン
ド

が
出
演
で
き
て
、
会
費
は
八
千
円
で
と
。
そ

の
年
の
一
二
月
、銀
座
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス「
タ

ク
ト
」
を
貸
し
切
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
・
バ
ン

ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
次
の
年
は
、
新
宿

の
「
ミ
ノ
ト
ー
ル
２
」。
バ
ン
ド
数
も
増
え
、

観
客
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
次
は
ど
こ

で
と
悩
ん
で
い
る
時
、
同
級
生
で
現
役
プ
ロ

の
上
田
司
が
、「
う
ち
の
店
で
、や
ら
な
い
？
」

と
。
店
は
ワ
イ
ル
ド
ワ
ン
ズ
の
リ
ー
ダ
ー
加

瀬
邦
彦
さ
ん
が
経
営
す
る
「
銀
座
ケ
ネ
デ
ィ

ー
ハ
ウ
ス
」。
昨
年
に
は
四
回
目
を
。
一
回

目
は
八
バ
ン
ド
の
参
加
だ
っ
た
の
が
、
昨
年

は
一
六
バ
ン
ド
の
参
加
に
。
参
加
者
も
年
々

増
え
、
一
〇
〇
人
近
く
に
。

ま
た
、
昨
年
一
〇
月
に
、
先
輩
の
自
宅

の
庭
園
で
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

今
年
は
五
回
目
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
ケ
ネ

デ
ィ
ハ
ウ
ス
で
開
催
し
た
い
と
、
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
六
〇
歳
に
な
っ
た
ら
、
幾

つ
か
の
バ
ン
ド
と
一
緒
に
、「
還
暦
パ
ー
テ

ィ
ー
」
で
も
と
、
相
談
し
て
い
ま
す
。

四
〇
歳
の
頃
、
六
〇
歳
か
ら
の
人
生
・

生
き
が
い
に
つ
い
て
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、

学
生
時
代
の
延
長
か
ら
、
思
わ
ぬ
選
択
肢
で

バ
ン
ド
活
動
が
、
生
き
が
い
に
な
り
そ
う
で

す
。
い
つ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

も
う
、学
生
時
代
の
四
年
間
よ
り
長
い
期
間
、

バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ

の
Ｏ
Ｂ
会
で
、
二
度
目
の
学
生
生
活
・
ク

ラ
ブ
生
活
、
再
び
青
春
を
、
今
、
実
感
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
、
生
涯
学
習
で
す
ね
。


